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○キャンパス立地、機能配置の今後の検討イメージ 
案 A案 B案 C案 D案 

キャンパ
ス立地案 

1キャンパス統合 
幕張キャンパス統合 

1キャンパス統合 
仁戸名キャンパス統合 

2キャンパス現状維持 
幕張キャンパス（看護・栄養・歯科） 

仁戸名キャンパス（リハビリテーション） 

2キャンパス再編 
学部教育・大学院本部 幕張キャンパス 

地域連携・社会人教育機能 仁戸名キャンパス 
キャンパ
ス整備の

概要 

幕張キャンパスの既存校舎大規模改修 
＋大規模新校舎建設 
または、すべて大規模新校舎に建て替え 
 

仁戸名エリアの県有地を活用し、 
大規模新校舎に建て替え 
 

 

・幕張キャンパスの既存校舎大規模改修 
 ＋中規模新校舎建設 
・仁戸名キャンパスの既存校舎大規模改修 
 ＋小規模新校舎建設 

・幕張キャンパスの既存校舎大規模改修 
 ＋大規模新校舎建設 
  または、すべて大規模新校舎に建て替え 
・仁戸名キャンパスの既存校舎大規模改修 

特徴 ・アクセス至便・学術研究環境良好な都市型キ
ャンパス 

・学生募集に有利（保健医療系公立大学におけ
る優位性） 

・１キャンパス統合することで連携教育が円滑
になり、学生の不平等感が解消 

・学生・教職員のキャンパス往復の負担がない 
・１キャンパスとすることで管理運営が効率化 
・将来的な施設の維持管理費の削減 

・大規模病院に隣接したキャンパス 
・すべて新築の未来志向キャンパス整備 
・１キャンパス統合することで連携教育が円滑

になり、学生の不平等感が解消 
・学生・教職員のキャンパス往復の負担がない 
・１キャンパスとすることで管理運営が効率化 
・将来的な施設の維持管理費の削減 
 

・現状の教育研究環境を継続 
 
・現状と同様、リハビリテーション学科の学生

がキャンパスを往復（公共交通機関使用片道
約1時間 540円） 

 
 

・学部学生は幕張のアクセス至便・学術研究環
境良好な都市型キャンパス活用 

・学部教育は１キャンパス統合することで連携
教育が円滑になり、学生の不平等感が解消 

・仁戸名キャンパスは社会人教育を実施し、近
隣病院等を臨床研究のフィールドとして地域
連携を図る。 

・一部教員が大学院教育や研修指導のためにキ
ャンパスを往復（高速道路使用片道約30分） 

概略図  
〇現幕張キャンパス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇仁戸名エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇現幕張キャンパス              〇現仁戸名キャンパス 

概要 ○現幕張キャンパス概要  
敷地面積： 43,305.53㎡(※) 
建築面積：   8,476.55㎡ 
延床面積： 15,697.45㎡ 

 
※敷地面積はいずれも実測地積 

○現仁戸名キャンパス敷地面積14,951㎡と 
 旧千葉県医療技術大学校敷地、旧県立消防学 
 校敷地等を校地面積として活用 
（使用可能な面積は今後、検討） 
        

 

○現幕張キャンパス概要  
敷地面積： 43,305.53㎡(※) 
建築面積：   8,476.55㎡ 
延床面積： 15,697.45㎡ 

  
 

○現仁戸名キャンパス概要 
敷地面積： 14,951.00㎡ 
建築面積： 4,352.47㎡ 
延床面積： 5,501.92㎡ 
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